
(57)【要約】

【課題】偏摩耗を抑制し、かつ、ウェット性能を向上さ

せ、車外騒音の低減する。

【解決手段】トレッド表面１にタイヤ幅方向Ｂに延びる

サイプ２が刻まれた空気入りラジアルタイヤにおいて、

サイプ２の開口部は幅広部３を備え、テーパー又は曲率

をもって幅広部３の幅Ｗがサイプ２の底部に向かって減

少している空気入りラジアルタイヤとした。さらに幅広

部３の深さＤを０．３ｍｍ～１ｍｍ、幅広部３の幅Ｗを

０．６ｍｍ～３ｍｍとした。また、少なくともショルダ

ー部に幅広部３を備えたサイプ２が刻まれたタイヤとす

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ト レ ッ ド 表 面 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ が 刻 ま れ た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て
、
前 記 サ イ プ の 開 口 部 は 幅 広 部 を 備 え 、 テ ー パ ー 又 は 曲 率 を も っ て 前 記 幅 広 部 の 幅 が 前 記 サ
イ プ の 底 部 に 向 か っ て 減 少 し て い る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 幅 広 部 の 深 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ
。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 幅 広 部 の 幅 が ０ ． ６ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ
イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 サ イ プ が 少 な く と も シ ョ ル ダ ー 部 の ト レ ッ ド 表 面 に 刻 ま れ た 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ
か に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ が 刻 ま れ た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に 関 し 、 偏 摩
耗 の 抑 制 と 車 外 騒 音 の 低 減 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て 、 ト レ ッ ド 表 面 に サ イ プ を 刻 み 、 排 水 性 、 制 動
性 、 あ る い は 駆 動 性 の 向 上 が 図 ら れ て き た 。 ト レ ッ ド 表 面 に サ イ プ が 刻 ま れ た タ イ ヤ と し
て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 空 気 入 り タ イ ヤ が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ３ ０ ０ ９ １ ８ 号 公 報 （ 第 １ ～ ２ 頁 、 第 １ ～ ３ 図 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
ト レ ッ ド 表 面 に タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ を 刻 む と 、 サ イ プ 近 傍 は 変 形 し や す く な る の
で 接 地 圧 が 不 均 一 と な る 。 そ の 結 果 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 摩 耗 量 に 差 が 出 る ト ウ ア ン ド ヒ ー ル
偏 摩 耗 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 か か る 偏 摩 耗 を 抑 制 す る た め に は 、 サ イ プ の 深 さ を 浅 く
し た り 、 サ イ プ の 溝 底 部 の 一 部 を 閉 塞 さ せ た り し て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
い ず れ の 手 法 を 採 っ て も 、 サ イ プ の 容 積 が 低 下 し エ ッ ジ 効 果 が 減 少 す る の で 、 ウ ェ ッ ト 性
能 が 低 下 す る 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 ブ ロ ッ ク に サ イ プ が 刻 ま れ て い る 場 合 、 サ イ プ を 浅 く
す る と 、 サ イ プ が 閉 じ て し ま い 接 地 時 に 発 生 す る 打 撃 音 は 結 果 的 に 元 の ブ ロ ッ ク と 同 程 度
に 大 き く な り パ タ ー ン ノ イ ズ は 大 き く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 サ イ プ 方 向 が タ イ ヤ 幅 方 向 で あ る た め 、 タ イ ヤ 転 動 時 に サ イ プ の 開 口 部 が 路 面 に よ
っ て 塞 が れ 、 サ イ プ 内 に 閉 じ 込 め ら れ た 空 気 が 開 放 さ れ る と き に ノ イ ズ （ 破 裂 音 ） が 発 生
す る 。 か か る ノ イ ズ は 周 波 数 が １ ｋ Ｈ ｚ 前 後 の 高 周 波 音 （ シ ャ ー シ ャ ー と 聞 こ え る の で シ
ャ ー 音 と 呼 ば れ る ） で あ り 、 耳 障 り で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ が 刻 ま れ た 空 気 入 り ラ ジ ア ル
タ イ ヤ に お い て 、 偏 摩 耗 を 抑 制 し 、 か つ 、 ウ ェ ッ ト 性 能 を 向 上 さ せ 、 車 外 騒 音 の 低 減 す る
こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 ト レ ッ ド 表 面 に
タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ が 刻 ま れ た 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ に お い て 、
前 記 サ イ プ の 開 口 部 は 幅 広 部 を 備 え 、 テ ー パ ー 又 は 曲 率 を も っ て 前 記 幅 広 部 の 幅 が 前 記 サ
イ プ の 底 部 に 向 か っ て 減 少 し て い る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ と し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
当 該 幅 広 部 に よ り サ イ プ の 開 口 部 の 幅 が 広 く な っ て い る の で 、 サ イ プ 近 傍 の 接 地 圧 が 分 散
さ れ る 。 そ の 結 果 、 偏 摩 耗 が 抑 制 さ れ る 。 タ イ ヤ 周 方 向 に 開 口 部 の 幅 が 広 が っ て い る の で
、 サ イ プ が 塞 が れ る こ と が な い の で 、 シ ャ ー 音 の 発 生 も 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 幅 広 部 に よ り 路 面 に 接 地 し な い ボ イ ド 部 が 増 加 す る の で 、 排 水 性 が 向 上 し ウ ェ ッ ト
性 能 が 向 上 す る 。 な お 、 サ イ プ の 端 部 は 閉 塞 （ ク ロ ー ズ ド ） ま た は 開 放 （ オ ー プ ン ） の い
ず れ で も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 幅 広 部 の 深 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載
の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ と し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
幅 広 部 の 深 さ が ０ ． ３ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 上 述 し た 効 果 が 得 ら れ ず 、 １ ｍ ｍ を 越 え る と 、
ト レ ッ ド の 剛 性 が 低 下 し す ぎ て 制 動 性 能 が 悪 化 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 幅 広 部 の 幅 が ０ ． ６ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ と し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
同 様 に 、 幅 広 部 の 幅 が ０ ． ６ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 上 述 し た 効 果 が 得 ら れ ず 、 ３ ｍ ｍ を 越 え
る と 、 ト レ ッ ド の 剛 性 が 低 下 し す ぎ て 制 動 性 能 が 悪 化 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 サ イ プ が 少 な く と も シ ョ ル ダ ー 部 の ト レ ッ ド 表 面 に 刻 ま れ
た 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ 。
記 載 の 空 気 入 り タ イ ヤ と し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
特 に 、 タ イ ヤ の シ ョ ル ダ ー 部 は 偏 摩 耗 の 発 生 し や す い 箇 所 で あ る た め 、 幅 広 部 を 備 え た サ
イ プ を 刻 む こ と に よ り 、 偏 摩 耗 を 効 果 的 に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 に 係 る 空 気 入 り ラ ジ ア ル タ イ ヤ の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 図 １
は 、 本 発 明 に 係 る サ イ プ の 構 造 を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 １ （ ａ ） に お い て 、 タ イ ヤ 周
方 向 に 延 び る 主 溝 （ 図 示 せ ず ） と 該 主 溝 同 士 を 連 通 す る 横 溝 （ 図 示 せ ず ） と に よ っ て 区 画
さ れ た ブ ロ ッ ク ５ の ト レ ッ ド １ の 表 面 に 、 幅 方 向 Ｂ に 延 び る サ イ プ ２ が 刻 ま れ て い る 。 サ
イ プ ２ の ト レ ッ ド １ の 表 面 に は 幅 広 部 ３ が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 Ａ － Ａ ’ 断 面 を 示 す 図 １ （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） に あ る よ う に 、 幅 広 部 ３ の 壁 面 ４ は テ ー
パ ー 又 は 曲 率 を も っ て 、 幅 広 部 ３ の 幅 が サ イ プ ２ の 底 部 に 向 か っ て 減 少 し て い る 。 し た が
っ て 、 幅 広 部 ３ の 幅 は 、 ト レ ッ ド １ の 表 面 で の Ｗ か ら 徐 々 に 減 少 し 、 サ イ プ ２ の 底 部 に 至
る 途 中 （ ト レ ッ ド １ の 表 面 か ら サ イ プ ２ の 底 部 に 向 か っ て Ｄ の 位 置 ） で サ イ プ ２ の 幅 ｗ と
同 じ 幅 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
か か る 幅 広 部 ３ を 備 え る こ と に よ り 、 サ イ プ ２ の 開 口 部 の 辺 縁 が え ぐ ら れ た 窪 み 形 状 と な
り 、 サ イ プ ２ の 辺 縁 ６ の 断 面 は 鈍 角 に な る 。 そ の 結 果 、 辺 縁 ６ に お け る 接 地 圧 が 低 下 し 、
ト レ ッ ド １ 全 体 に わ た っ て 接 地 圧 が 均 一 化 さ れ る の で 、 ト ウ ア ン ド ヒ ー ル 偏 摩 耗 が 抑 制 さ
れ る 。 ま た 、 従 来 の よ う に 、 サ イ プ ２ の 深 さ ｄ を 浅 く し た り 、 サ イ プ ２ の 底 部 の 一 部 を 閉
塞 さ せ る 必 要 が な く な る の で 、 サ イ プ ２ の 容 積 を 十 分 に 確 保 で き る の で 、 ウ ェ ッ ト 性 能 を
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向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
幅 広 部 ３ に よ っ て 、 サ イ プ ２ の 開 口 部 の 幅 は 実 質 的 に Ｗ と な っ て 、 サ イ プ ２ の 幅 ｗ に 比 べ
て 広 く な っ て い る 。 そ の た め 、 タ イ ヤ 転 動 時 に 路 面 に よ っ て サ イ プ ２ の 開 口 部 が 完 全 に 塞
が れ る こ と が な い の で 、 開 口 部 が 開 放 さ れ た 時 に 発 生 す る 破 裂 音 （ シ ャ ー 音 ） を 抑 制 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 サ イ プ ２ の 深 さ を 浅 く 設 定 す る 必 要 が な い の で 、 サ イ プ が 閉 じ て し
ま っ て 結 果 的 に 元 の ブ ロ ッ ク と 同 程 度 の 打 撃 音 が 発 生 す る こ と が な く 、 パ タ ー ン ノ イ ズ が
大 き く な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 幅 広 部 ３ に よ り 路 面 に 接 地 し な い ボ イ ド 部 が 増 加 す る の で 、 排 水 性 が 向 上 し ウ ェ ッ
ト 性 能 が 向 上 す る 。 な お 、 サ イ プ ２ の 端 部 は 閉 塞 （ ク ロ ー ズ ド ） ま た は 開 放 （ オ ー プ ン ）
の い ず れ で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 幅 広 部 ３ の 深 さ Ｄ は ０ ． ３ ｍ ｍ ～ １ ｍ ｍ が 好 ま し い 。 幅 広 部 の 深 さ Ｄ が ０ ． ３ ｍ ｍ
未 満 で あ る と 、 上 述 し た 効 果 が 得 ら れ ず 、 １ ｍ ｍ を 越 え る と 、 ト レ ッ ド の 剛 性 が 低 下 し す
ぎ て 制 動 性 能 が 悪 化 す る お そ れ が あ る 。 ま た 、 幅 広 部 の 幅 Ｗ は ０ ． ６ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ が 好 ま
し い 。 幅 広 部 の 幅 Ｗ が ０ ． ６ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 上 述 し た 効 果 が 得 ら れ ず 、 ３ ｍ ｍ を 越 え
る と 、 ト レ ッ ド の 剛 性 が 低 下 し す ぎ て 制 動 性 能 が 悪 化 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 １ つ の ブ ロ ッ ク に 複 数 の サ イ プ を 刻 む こ と も で き る 。 ま た 、 主 溝 に 区 画 さ れ た リ ブ
構 造 に お い て も 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 間 隔 を お い て サ イ プ を 刻 む こ と に よ り 同 様 の 効 果 を 奏 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 と し て 本 発 明 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ 、 比 較 例 １ 及 び ２ と し て サ イ プ が 刻 ま れ て い る
が 幅 広 部 を 備 え て い な い タ イ ヤ を 試 作 し た 。 実 施 例 の ト レ ッ ド パ タ ー ン は 図 ２ に 示 す と お
り で 、 主 溝 ５ と ラ グ 溝 ６ で 形 成 さ れ る リ ブ ラ グ 構 造 で あ る シ ョ ル ダ ー 部 に ク ロ ー ズ ド サ イ
プ ２ ａ が 、 主 溝 ５ と 横 溝 ７ で 形 成 さ れ る ブ ロ ッ ク 列 で あ る ミ デ ィ エ イ ト 部 に 片 オ ー プ ン サ
イ プ ２ ｂ が そ れ ぞ れ 刻 ま れ て 、 各 サ イ プ ２ ａ 、 ２ ｂ は 幅 広 部 ３ を 備 え て い る 。 比 較 例 １ 及
び ２ の タ イ ヤ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 実 施 例 と 同 様 の パ タ ー ン を 有 す る が 幅 広 部 ３ を 備 え て
い な い 。 各 タ イ ヤ の サ イ プ ２ ａ 、 ２ ｂ 及 び 幅 広 部 ３ の 寸 法 が 表 １ に 示 す よ う に 異 な っ て い
る 。 な お 、 い ず れ の タ イ ヤ サ イ ズ も ２ １ ５ ／ ４ ５ Ｒ １ ７ と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
実 施 例 、 比 較 例 １ 及 び ２ の タ イ ヤ を 国 産 ２ ０ ０ ０ ｃ ｃ の セ ダ ン 型 乗 用 車 に 装 着 し て 、 性 能
評 価 を 行 っ た 。 結 果 を 同 じ く 表 １ に 示 す 。 ウ ェ ッ ト 性 能 は ド ラ イ バ ー ２ 名 に よ る 官 能 評 価
値 を 指 数 で 表 し た 値 で あ る 。 パ タ ー ン ノ イ ズ 及 び シ ャ ー 音 は 、 台 上 試 験 に よ り 測 定 し た 値
で 、 パ タ ー ン ノ イ ズ は ２ ５ ０ Ｈ ｚ ～ ５ ０ ０ Ｈ ｚ の ノ イ ズ レ ベ ル の 逆 数 、 シ ャ ー 音 は １ ｋ Ｈ
ｚ の ノ イ ズ レ ベ ル の 逆 数 で あ る 。 ド ラ イ 制 動 は 、 ド ラ イ 路 面 を ４ ０ ｋ ｍ ／ ｈ で 走 行 し フ ル
ブ レ ー キ し た 時 の 制 動 距 離 の 逆 数 で あ る 。 い ず れ の 評 価 項 目 に お い て も 、 比 較 例 １ を １ ０
０ と し た 指 数 で 表 し 、 指 数 が 大 き い ほ ど 性 能 が 良 い こ と を 示 す 。 ま た 、 偏 摩 耗 量 は １ ２ ０
０ ０ ｋ ｍ 走 行 後 の ト ウ ア ン ド ヒ ー ル 偏 摩 耗 量 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】
表 １ に よ れ ば 、 実 施 例 の タ イ ヤ は サ イ プ の 開 口 部 に 幅 広 部 を 設 け た こ と に よ り ウ ェ ッ ト 性
能 が 向 上 し 、 シ ャ ー 音 が 低 減 さ れ て い る 。 一 方 、 サ イ プ を 深 く し て も サ イ プ を 浅 く 設 定 し
た 比 較 例 ２ と 同 程 度 の 偏 摩 耗 量 と な っ て い お り 、 パ タ ー ン ノ イ ズ や ド ラ イ 制 動 も 比 較 例 １
と 同 程 度 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の タ イ ヤ に お い て 、 耐 偏 摩 耗 性 を 維 持 し つ つ
、 ウ ェ ッ ト 性 能 を 向 上 さ せ 、 車 外 騒 音 の 低 減 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 通 り 、 本 発 明 の 空 気 入 り ラ イ ア ル タ イ ヤ に お い て 、 タ イ ヤ 幅 方 向 に 延 び る サ イ プ の
開 口 部 に 幅 広 部 を 設 け た 。 そ の 結 果 、 接 地 圧 の 均 一 化 が 図 ら れ 、 サ イ プ 深 さ を 浅 く す る こ
と な く 偏 摩 耗 が 抑 制 さ れ る 。 ま た 、 サ イ プ の 開 口 部 が 路 面 に 塞 が れ る こ と も な く サ イ プ も
閉 塞 し な い の で 、 シ ャ ー 音 及 び パ タ ー ン ノ イ ズ の 低 減 も 図 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は サ イ プ の 概 略 斜 視 図 、 （ ｂ ） 及 び （ ｃ ） は Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 に 係 る タ イ ヤ の ト レ ッ ド パ タ ー ン 概 略 展 開 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 比 較 例 １ 及 び ２ に 係 る タ イ ヤ の ト レ ッ ド パ タ ー ン 概 略 展 開 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 　 ト レ ッ ド
２ 　 　 　 　 　 　 サ イ プ
３ 　 　 　 　 　 　 幅 広 部
４ 　 　 　 　 　 　 幅 広 部 の 壁 面

10

20

30

(5) JP 2004-330812 A 2004.11.25



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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